
＜ 冬の野鳥観察 ～３．留鳥（陸鳥） ＞

水辺公園、冬の野鳥観察シリーズ。今回も留 鳥（一年中、同じ地域にすんでいる鳥）です。
りゅうちょう ち い き

まずは、コゲラ。体長約１５ cm。日本最小のキツツキです。

「ギィー、ギィー」という鳴き声に見上げると、幹や枝を移動
みき い ど う

しながらエサを探すようすを見つけることができます。昆虫や

クモをよく食べていますが、ヌルデやミズキなどの木の実も食

べるそうです。上の写真では、木の幹に開けられた虫食いの穴
む し く い

にじっと目を凝らしていました。左の写真では、小枝につくら
こ ら し

れたまゆを、ぶら下がりながらつついていました。

こちらは、おなじみのヒ

ヨドリ。「ピーヨ、ピーヨ」

と騒がしく鳴き、木の実や
さ わ が し

昆虫、小型のカエルなど、

何でも食べるというイメー

ジがあります。
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幹に開けられた虫食いの穴に、じっと目を凝らすコゲラ（上）

と 、 小 枝 に ぶ ら 下 が り な が ら 、 ま ゆ を つ つ く コ ゲ ラ （ 左 ）。

枝 に と ま り 、「 ピ ー ヨ 、 ピ

ー ヨ 」 と け た た ま し く 鳴 く

ヒヨドリ（左）。近づくと、

パッと飛び立つ（右）。



次は、群れてとまるスズメ。人の生活と密 着していて、山や人の住んでいないところでは、見ら
む れ みっちゃく す ん で

れないそうです。農耕地に特に多く、ヒトが稲作を始めたころからの付き合いのようですね。イネ科
のうこうち いなさく

の種子などを好んで食べますが、繁殖期には昆虫も食べ、ヒナにも始めのうちは、チョウやガの幼虫
はんしょくき

をたくさん与えるそうです。

最後に、カワラ

ヒワのアップです。

河原や農耕地、草原
か わ ら

に多く見られ、オリ

ーブ褐 色の体につ
かっしょく

ばさの黄色、ピンク

のくちばしがとても

美しい小鳥です。

「キリリコロロ」と

鳴き、キク科やイネ

科などの種子をよく
し ゅ し

食べます。水辺の木

の枝に数羽で、シジ
す う わ

ュウカラやメジロと

いっしょに群れてい

ました。

【理科支援員 宮内】

「チュッ、チュンチュン」と鳴き、移動する時もえさを食べるときも、いつも群れて行動するスズメ。


